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▼ 先 日 受 け た 特

定 検 診 で 骨 密 度 が大 き く 低 下 し て いる と 診 断 さ れ た 。予 想 は し て い た もの の 骨 折 の リ ス クが 高 い こ と を 目 の当 た り に す る と やは り 本 格 的 に 対 策

を せ ね ば と 心 に 誓 っ た 。 日 頃１ １ ９ 番 の 取 材 で と て も 多 い高 齢 者 の 骨 折 は 、  太 も も 、  腰 、手 首 な ど 。 原 因 は 転 ん だ 拍 子に 、 足 を す べ ら せ て 、 な ど 。親 の 心 配 も さ る こ と な が ら 自分 の 心 配 も す る 年 齢 に 。 足 腰の 健 康 の た め 、 コ ツ コ ツ 努 力し た い 。

 

（ 松 林 ）

　
▼ パ リ 五 輪 に 夢 中 に な り 、

す っ か り 寝 不 足 に 。 閉 幕 し て普 通 の 生 活 に 戻 れ る か と 思 いき や 、 パ リ パ ラ リ ン ピ ッ ク も手 に 汗 握 る 熱 戦 に 魅 了 さ れ 、再 び 寝 不 足 。 迫 力 満 点 の 車 いす ラ グ ビ ー 、 ゴ ー ル ボ ー ル ・ブ ラ イ ン ド サ ッ カ ー は 、 目 が見 え て い な い な ん て 信 じ ら れな い パ フ ォ ー マ ン ス 。 ど れ も心 か ら 感 動 し た 。 残 念 だ っ たの は 、 放 送 が Ｎ Ｈ Ｋ だ け だ った こ と 。 パ ラ ス ポ ー ツ 普 及 のた め に も 、 次 回 は 民 放 に も 期待 。

 

（ 山 本 ）

　
▼ 和 泉 中 央 駅 周 辺 で 行 わ れ

た 第

1 8回 和 泉 の 国 ジ ャ ズ ス ト

リ ー ト を ぶ ら り と 訪 れ た 。 以前 は 取 材 を 担 当 し て い た の で 、ボ ラ ン テ ィ ア を 事 前 取 材 し たり 、 当 日 は 色 々 な 会 場 を は しご し て 取 材 を し つ つ 音 楽 を 楽し ん だ も の だ 。 今 回 は 、

1 8回

皆 勤 だ と い う バ ン ド の

8 0代 の

メ ン バ ー が 、 生 き 生 き と 演 奏す る 姿 が 印 象 に 残 っ た 。

6 0代

で 始 め た 活 動 を 、 ず っ と 続 けら れ て い る の は 素 敵 で す ね 。 

（ 浅 利 ）

Ｈ Ｐ は こ ち ら

1 1 面
広 告

1 0 面

★ 次 号 は 1 0 月 2 4 日 （ 木 ） で す 。 泉 北 版 は 1 0 月 1 7 日 （ 木 ） 発 行 。

1 0年 前 よ り

1 4％ 上 昇

2 7 日 錦 織 公 園 で 茶 会
初 め て の 方 も ど う ぞ

性 別 や 年 齢 問 わ ず
若 返 り ヨ ガ 無 料 体 験

今 年 の 基 準 地 価

金 剛 駅 前 は 坪

4 4万 ９ 千 円

３ 面

伏 山 台 小 ３ 年 生 、  ト ラ ン ポ リ ン で 日 本 一

1 0 月 1 0 日 　（ 1 5 9 2 号 ）

２ 面

『 お お き な ス イ カ 』 ＝ 東 金 剛 幼 稚 園 年 中 ・ い の う え  り お ん  さ ん

月 ～ 金 曜 営 業
9： 3 0 ～ 5： 3 0 に ど う ぞ



（ 　 ）金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日 ２

　
大 阪 府 は ９ 月

1 8日 付 で 、

７ 月 １ 日 時 点 の 府 内 の 基 準地 価 を 公 表 し た 。 そ れ に よる と 、 府 全 域 の 住 宅 地 の 平均 変 動 率 は プ ラ ス ２  ・  ０ ％ 。

同 じ く 商 業 地 は プ ラ ス ７ ・３ ％ で 、 い ず れ も ３ 年 連 続の 上 昇 と な っ た 。　
大 阪 狭 山 市

　
西 山 台 ６ 丁

目 の 住 宅 地 は 坪 当 た り

3 2万

れ て い る 。　
同 地 域 は 昨 年

1 2月 に バ ス

事 業 か ら 撤 退 し た 金 剛 バ スが 運 行 し て い た 地 域 。 検 討さ れ て い る コ ー ス は ▽ 北 部ル ー ト ＝ 上

か

み

の

た

い

し

ノ 太 子 駅 （ 羽 曳

野 市 ）  〜 近 つ 飛 鳥 博 物 館  （ 河南 町 ） の ７ ・ ９ キ ロ メ ー ト

ル ▽ 南 部 ル ー ト ＝ 富 田 林 駅〜 河 南 町 役 場 経 由 〜 千 早 赤阪 村 役 場 の ８ ・ ３ キ ロ メ ート ル の ２ ル ー ト 。　
大 阪 府 新 交 通 施 策 推 進 課

に よ る と 、 万 博 閉 会 後 す ぐに レ ベ ル ２ （ 運 転 手 は 操 作か ら 解 放 さ れ る が 、 何 か あ

っ た 際 は 対 応 が 求 め ら れ る段 階 ） の 実 証 実 験 か ら は じめ 、 お お む ね ３ 年 で レ ベ ル４ （ 場 所 や 天 候 な ど 特 定 条件 の も と で 自 動 運 転 シ ス テム が 主 体 と な り 車 を 操 縦 、制 御 す る 段 階 ） を 目 指 す 。　
今 後 は テ ス ト 走 行 に 向 け 、

運 行 ル ー ト で 剥 離 し て い るセ ン タ ー ラ イ ン や 停 止 線 、横 断 歩 道 を 引 き 直 し 、 自 動運 転 バ ス 車 載 の セ ン サ ー が検 知 で き る よ う 整 備 し た り 、電 柱 や ガ ー ド レ ー ル な ど の三 次 元 情 報 を 取 得 し 、 ３ Ｄマ ッ プ に 落 と し 込 む 作 成 作業 に 入 る 。

　 　 　 　

〔 原 〕

円 で 、 変 動 率 は プ ラ ス １ ・９ ％ 。 大 野 台 １ 丁 目 の 住 宅地 は

3 0万 ７ 千 円 で プ ラ ス ２  ・

３ ％ だ っ た 。　
た だ 、 こ れ ら の 住 宅 地 は

直 近

1 0年 の 変 動 率 で み る と 、

西 山 台 は マ イ ナ ス ２  ・  ４ ％ 、大 野 台 は マ イ ナ ス

1 0・ ５ ％

と 、 往 年 の 地 価 回 復 に は まだ 遠 い 。　
一 方 、 大 野 台 １ 丁 目 の 商

業 地 は 坪 当 た り

4 4万 ２ 千 円

で 、 変 動 率 は プ ラ ス ２ ・ ３％ 。

1 0年 前 と 比 較 し て も プ

ラ ス ３ ・ ８ ％ と な っ た 。　
東 く み の 木 １ 丁 目 の 住 宅

地 は 坪 当 た り

4 4万 ９ 千 円 で 、

変 動 率 は プ ラ ス １ ・ ６ ％ 。
1 0年 前 と で は プ ラ ス

1 4・ ２

％ と 大 き な 伸 び と な っ た 。
金 剛 駅 前 は 泉 ケ 丘＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

 

よ り

1 0万 円 も 高 い

　
富 田 林 市

　
藤 沢 台 ３ 丁 目

の 住 宅 地 は １ 坪 当 た り

3 3万

３ 千 円 で 、 変 動 率 は プ ラ ス０ ・ ９ ％ だ っ た 。

1 0年 前 と

で は マ イ ナ ス １ ・ ２ ％ と なっ て い る 。　
沿 線 別 で は 金 剛 駅 前 が 坪

当 た り

4 4万 ９ 千 円 で プ ラ ス

１ ・ ６ ％ の 上 昇 で 、

1 0年 前

と 比 べ る と

1 4・  ２ ％ も 伸 び 、

泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン の 泉 ケ 丘駅 を 大 き く 引 き 離 し て 堅 調だ 。　
基 準 地 価

　
都 道 府 県 が 毎

年 １ 回 、 ７ 月 １ 日 時 点 の 地価 を 鑑 定 評 価 し た 額 。 国 が１ 月 １ 日 時 点 で 公 表 す る 公

示 価 格 と と も に 一 般 の 土 地取 引 価 格 の 指 標 と な る 。 

〔 原 〕

　
大 阪 ・ 関 西 万 博 の 会 場 で

運 行 す る 自 動 運 転 バ ス ２ 台を 、 万 博 閉 会 後 に 南 河 内 地域 （ 富 田 林 市 、 河 南 町 、 太子 町 、 千 早 赤 阪 村 ） に 導 入す る 計 画 が 、 大 阪 府 と 大 阪メ ト ロ で つ く る 新 モ ビ リ ティ 導 入 検 討 協 議 会 で 進 め ら

商 業 地 は

2 .3％ 増 で 好 調

大 野 台 坪

3 0・  ７ 万 円

今 年 の 基 準 地 価

昨 年

1 2月 撤 退

　 金 剛 バ ス の ル ー ト

万 博 で 使 用 し た 自 動 運 転 バ ス
南 河 内 へ の 導 入 を 計 画

狭 山 タ ウ ン な ど の 基 準 地 価 （ 2 4 年 ７ 月 １ 日 現 在 ）

基 　 準 　 地 1 4 年 2 3 年 2 4 年
2 3 ～ 2 4 年 の
変 動 率 （ ％ ）

1 4 ～ 2 4 年 の
変 動 率 （ ％ ）狭 山 タ ウ ン

西 山 台 ６ － 1 0 － ４ 3 2 .8 3 1 .4 3 2 .0 1 .9  －2 .4
大 野 台 １ － 2 9 － 1 1 3 4 .3 3 0 .0 3 0 .7 2 .3 － 1 0 .5
大 野 台 ２ － １ － 1 1 （ 商 業 地 ） 4 2 .6 4 3 .2 4 4 .2 2 .3 　 3 .8
平 　 　 均 （ 商 業 地 除 く ） 3 3 .6 3 0 .7 3 1 .4 2 .3  －6 .5

大 阪 狭 山 市 池 尻 中 ３ － ９ － ６ 3 0 .4 3 0 .7 3 1 .0 1 .0  　2 .0
大 阪 狭 山 市 東 く み の 木 1 － 1 7 5 7 － 1 3 3（ 南 海 金 剛 住 宅 ） 3 9 .3 4 4 .2 4 4 .9 1 .6 　 1 4 .2
金 剛 東 藤 沢 台 ３ － ３ － 2 7 3 3 .7 3 3 .0 3 3 .3 0 .9  －1 .2
泉 北 タ ウ ン 宅 地 ６ 地 点 の 平 均 3 2 .1 3 2 .2 3 2 .4 0 .6  　0 .9

【 沿 線 別 】

基 　 準 　 地 1 4 年 2 3 年 2 4 年
2 3 ～ 2 4 年 の
変 動 率 （ ％ ）

1 4 ～ 2 4 年 の
変 動 率 （ ％ ）

泉 ヶ 丘 3 2 .7 3 3 .7 3 4 .0 0 .9 4 .0

金 剛 3 9 .3 4 4 .2 4 4 .9 1 .6 1 4 .2

※ 単 位 は 万 円 。 公 表 さ れ た 基 準 地 価 （ 1 平 方 メ ー ト ル ） を 坪 （ 3 .3 平 方 メ ー ト ル ） 当 た り に 換 算 。
千 円 以 下 を 四 捨 五 入 。

※ 平 均 値 は 坪 価 格 に 変 換 後 の 単 純 平 均 。
※ ２ ４ 年 の 基 準 地 「 大 阪 狭 山 市 池 尻 中 ３ － ９ － ６ 」 は １ ４ 年 で は 「 大 阪 狭 山 市 池 尻 中 ３ － １ ２ －

３ 」 を 基 準 地 と し て い た が 、 同 一 地 点 と し て 変 動 率 を 計 算 。



（ 　 ） 金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y３ 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日

の カ ル ー ゼ ル ・ デ ュ ・ ル ーヴ ル 他 、 ス ペ イ ン ・ イ タ リア ・ ド バ イ ・ 台 湾 な ど に も招 へ い さ れ 、 展 示 。 好 評 を博 し て い る 。
７ 年 か け た  『 曼 荼 羅 』

　
「 カ メ イ ミ チ ヨ 切 り 絵 展 」

は 、

2 1日 〜

2 6日

1 0時 〜 ６ 時

（ 最 終 日 は ５ 時 ま で ・ 会 期中 無 休 ）  、  ギ ャ ラ リ ー 美 游 館（ 西 山 台 ６ 丁 目 １ 番

1 6号 ）

で 。 構 想 か ら ７ 年 を 費 や した 『 金 剛 界 曼 荼 羅 』 は 、 圧巻 。 和 紙 に 自 ら 染 色 し 、 孔雀 が 羽 を 広 げ る 様 を 、 繊 細か つ 大 胆 に 表 現 し た  『 孔 雀 』も 。 額 装 作 品 の 他 、 ラ ン プシ ェ ー ド な ど も 展 示 。 大 阪狭 山 で の 個 展 は 貴 重 な 機 会 。カ メ イ さ ん は 全 日 在 廊 予 定 。　
問 い 合 わ せ は 、 美 游 館 ０

７ ２ ・ ３ ６ ７ ・ ５ ６ ５ ０ 

〔 山 本 〕

せ ら れ 、

1 0年 前 、 和 紙 を 切

り 抜 い て 作 る 切 り 絵 を 始 めた 。  「 自 分 に し か で き な い 物を 作 り た い 」 と い う カ メ イさ ん 。 工 業 デ ザ イ ナ ー と して の 経 験 を 生 か し 、 デ ザ イン の み な ら ず 、 額 ま で も カメ イ さ ん オ リ ジ ナ ル だ 。  「 日本 文 化 を 現 代 に 残 し て い きた い 」 と 、 日 本 紋 様 を 用 いる こ と も 多 い 。　
作 品 は 、 女 性 ら し い 繊 細

さ と 凛 と し た 強 さ を 併 せ 持ち 、 切 り 絵 の 概 念 を 覆 す 立体 感 と 緻 密 さ は 、 一 瞬 で 見る 人 の 心 を 奪 う 。 そ の 技 巧と 芸 術 性 の 高 さ は 、 海 外 でも 高 く 評 価 さ れ 、 フ ラ ン ス

　
元 々 、 工 業 デ ザ イ ナ ー と

し て 働 い て い た が 、 着 物 など の 染 色 に 用 い ら れ る 「 伊勢 型 紙 」 の 精 巧 な 技 巧 に 魅

　
寺 内 町 の 趣 の あ る 古 民 家

に 、 ア ト リ エ 「 今 昔 の 玉 手箱 」 を 構 え る 、 切 り 絵 作 家の カ メ イ ミ チ ヨ さ ん 。　

2 7日 、  「 第 ４ 回 寺 池 公 園 プ

レ ー パ ー ク ＆ パ ラ ソ ル カ フェ 」  （ 寺 池 台 ４ 丁 目 ） が 開 催さ れ る 。  プ レ ー パ ー ク と は 、「 自 分 の 責 任 で 自 由 に 遊 ぶ 」を モ ッ ト ー に し た 冒 険 遊 び場 の こ と 。  「 寺 池 公 園 等 を 活か し た ま ち づ く り の 会 」 が主 催 す る 。　
９ 月

2 8日 に 金 剛 中 央 公 園

で 開 か れ た  「

Par
k 

Da
y 

2024

〜 み ん な で 公 園 に お 出 か けし よ う 〜 」 で は 、 同 会 が 遊具 の 設 置 演 習 と デ モ 開 催 を実 施 。 イ ベ ン ト に 訪 れ た たく さ ん の 子 ど も た ち が 自 然の 木 を 利 用 し た ハ ン モ ッ クや ス ラ ッ ク ラ イ ン 、 斜 面 を利 用 し た ジ ッ プ ラ イ ン で 遊

ん だ 。　
会 長 の 友 田 研 也 さ ん は 、

「 水 辺 と 里 山 の あ る 寺 池 公園 の 良 さ を ど ん ど ん 発 信 して い き た い 」 と 語 る 。　
次 回 開 催 は

2 7日

1 0時 〜 ３

時 （ 受 け 付 け ９ 時

4 5分 〜 ）  。

ど の 地 域 の 人 も 歓 迎 。 子 ども は 保 護 者 同 伴 。 遊 具 の 使用 は 小 学 生 ま で 。 上 記 以 外の 遊 具 や 工 作 エ リ ア も 登 場 。保 険 代 子 ど も １ 人 に つ き １０ ０ 円 要 。 入 場 者 が 子 ど も
8 0名 を 超 え た 場 合 は 入 場 待

ち の 場 合 あ り 。 雨 天 中 止 、小 雨 決 行 。 詳 細 は Ｈ Ｐ で 確認 を 。 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッフ 募 集 中 。　
問 い 合 わ せ 友 田 さ ん ０ ９

 

2 7日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

９ 時

半 〜

1 1時 半 、 泉 ヶ 丘 セ ン タ

ー ビ ル で 。 参 加 費 １ ５ ０ ０円 （ な る べ く 釣 銭 の な い よう ）  。  予 約 は 不 要 。  定 員

4 0人 。

問 い 合 わ せ は 小 川 さ ん ０ ８０ ・ １ ４ ８ ３ ・ ０ ２ ４ ３

構 成 の 難 度 ・ 移 動 の 少 な さを 競 う も の 。  「 初 め て 優 勝 でき て 良 か っ た 」 と 、 鈴 木 さん 。 富 田 林 市 の 𠮷 村 善 美 市長 を 表 敬 訪 問 し て き た と いう 。　
兄 の 体 験 教 室 に つ い て 行

っ た の を 機 に 、 自 身 も ３ 、４ 歳 か ら 当 ス ク ー ル で 習 い始 め た 。  セ ン ス が 認 め ら れ 、小 １ の 頃 に 選 手 コ ー ス へ 。現 在 は 日 々 ３ 時 間 半 の 練 習を 週 ５ 日 行 っ て い る 。 コ ーチ の 藤 川 さ ん は 「 央 乙 は 頑張 り 屋 さ ん で 人 一 倍 、 練 習熱 心 。 マ ッ ト 運 動 で は バ ク転 や 宙 返 り も 自 ら 短 期 間 で習 得 し た 。 高 く 跳 ぶ の が 得意 な 選 手 」 と 話 す 。 実 際 、天 井 に 届 き そ う な 高 さ ま で跳 ん で 回 転 す る 姿 は ア ス リー ト そ の も の 。  「 高 く 跳 ん だり 、 色 ん な 技 が で き る の がト ラ ン ポ リ ン の 魅 力 」 と 、鈴 木 さ ん 。個 人 戦 で も入 賞 め ざ す　
今 回 が 初 遠 征 。 家 族 と 離

れ 、 選 手 と 指 導 者 だ け で 宿泊 し 、 大 舞 台 で 結 果 も 出 した 。  「 本 人 が や り た が る 限 り応 援 し て い る 」 と 、 母 の 真利 奈 さ ん 。 鈴 木 さ ん は 次 の大 会 で 個 人 競 技 入 賞 を 目 指す 。

 

〔 吉 田 〕

　
フ ェ ニ ッ ク ス ト ラ ン ポ リ

ン ス ク ー ル の 鈴 木 央

ひ さ

乙
と

さ ん

（ 伏 山 台 小 ３ 年 生 ） が ７ 月
2 5〜

2 8日 に 前 橋 で 開 か れ た

「 第

1 0回 全 日 本 ト ラ ン ポ リ

ン 競 技 ジ ュ  ニ ア 選 手 権 大 会 」に 出 場 。 小 学 校 低 学 年 男 子シ ン ク ロ の 部 で 優 勝 し た 。競 技 は ２ 台 の ト ラ ン ポ リ ンで ２ 人 が そ れ ぞ れ 同 時 に 跳び 、 同 じ 演 技 を し て 、 演 技点 ・ 同 調 性 ・ 技 の 完 成 度 ・

０  ・  １ ４ ４ ４  ・８ ０ ２ ５ 

〔 吉 田 〕
ク ＊
ロ ッ キ ー 勉 強 会

ト ラ ン ポ リ ン 全 日 本  優 勝
伏 山 台 小 ３ 年 の 鈴 木 央 乙 さ 　

　 ん

低 学 年 シ ン ク ロ の 部 で

寺 池 公 園 で 冒 険 遊 び

2 7日
　 ジ ッ プ ラ イ ン や 工 作 な ど

立 体 的 で 緻 密 な 切 り 絵

カ メ イ ミ チ ヨ

さ
　

　
ん
が 個 展

2 1〜

2 6日

西 山 台 で



（ 　 ）金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日 ４

戸 建 て 住 宅 敷 地 内 で 、 施 錠し て 駐 輪 し て い た 電 動 ア シス ト 式 自 転 車 の バ ッ テ リ ーが 盗 ま れ た 。
二 重 施 錠 し た☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

バ イ ク の 盗 難★ ★ ★ ★ ★ ★

　
９ 月

1 4日 朝 か ら

1 5日 朝 、

西 山 台 ４ 丁 目 の 集 合 住 宅 駐輪 場 に て 、 ハ ン ド ル ロ ッ クと 施 錠 を し て 駐 輪 中 の 原 付バ イ ク が 盗 ま れ た 。

の 単 車 か ら ヘ ル メ ッ ト が 盗ま れ た 。
電 動 式 自 転 車 の☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

バ ッ テ リ ー 盗 難★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

　
９ 月 ６ 日 夜 か ら ９ 日 の 朝

に か け て 、 狭 山 ５ 丁 目 の 戸建 て 住 宅 敷 地 内 で 、 鍵 を つけ た ま ま 駐 輪 し て い た 電 動ア シ ス ト 式 自 転 車 の バ ッ テリ ー が 盗 ま れ た 。　
９ 月 ７ 日 昼 か ら

1 2日 の 朝

に か け て 、 池 尻 中 ３ 丁 目 の

歩 行 中 に☆ ☆ ☆ ☆

 

転 倒 し ケ ガ★ ★ ★ ★ ★

 

　
８ 月 下 旬 昼 、 高 辺 台 で

7 0

代 女 性 が 歩 行 中 に 転 倒 し 、額 に ケ ガ を し た 。

転 倒 し☆ ☆ ☆

頭 に ケ ガ★ ★ ★ ★

 

　
９ 月

1 3日 朝 、 池 の 原 で

8 0

代 女 性 が 転 倒 し 、 頭 部 に ケガ を し た 。

路 上 で 転☆ ☆ ☆ ☆

倒 し ケ ガ★ ★ ★ ★

 

　
９ 月

1 3日 夜 、 半 田 で

8 0代

せ 転 倒 し 、 左 ひ ざ と 左 手 首に ケ ガ を し た 。
遊 具 か ら 落 ち て☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

胸 と 腹 を 打 つ★ ★ ★ ★ ★ ★

 

　
９ 月

1 3日 朝 、 池 尻 で

1 0代

男 性 が 遊 具 か ら 落 ち て 胸 と腹 を 打 っ た 。
職 場 で 滑 っ て☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

転 倒 し 骨 折★ ★ ★ ★ ★

　
８ 月 中 旬 昼 、 向 陽 台 の 職

場 で

3 0代 男 性 が 滑 っ て 転 倒

し 左 薬 指 を 骨 折 し た 。

自 転 車 と 車 の☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

接 触 事 故★ ★ ★ ★

 

　
９ 月

1 3日 夜 、 山 本 で 自 転

車 と 車 の 接 触 事 故 。 自 転 車に 乗 っ て い た

6 0代 男 性 が 頭

を 打 っ た 。 男 性 が 道 路 で 転 倒 し 、 右 まぶ た に ケ ガ を し た 。　
９ 月

1 5日 昼 、 大 野 台 の 路

上 で

7 0代 女 性 が 転 倒 し 、 左

足 首 に ケ ガ を し た 。

頭 に ケ ガ を し た 。
ト イ レ で 転 倒 し☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

左 ま ぶ た に ケ ガ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

 

　
９ 月

2 0日 朝 、 く み の 木 の

自 宅 ト イ レ で

8 0代 女 性 が バ

ラ ン ス を く ず し て 転 倒 し 、左 ま ぶ た に ケ ガ を し た 。
施 設 で 転 倒 し☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

 

手 首 を ケ ガ★ ★ ★ ★ ★

　
９ 月 ９ 日 朝 、 大 野 台 の 施

設 で

8 0代 女 性 が 足 を す べ ら

　
９ 月

1 0日 昼 、 西 山 台 で

1 0

歳 未 満 の 女 児 が ボ タ ン 電 池を 誤 飲 し た 。

自 転 車☆ ☆ ☆

で 転 倒★ ★ ★

 

　
９ 月

1 4日 、 池 の 原 で 自 転

車 に 乗 っ て い た

2 0代 男 性 が

転 倒 し 、  右 足 を ね ん ざ し た 。　
８ 月 中 旬 昼 、 く み の 木 で2 0代 女 性 が 自 転 車 で 転 ん で

　
大 阪 府 警 の ホ ー ム ペ ー ジ

で は 還 付 金 詐 欺 の 通 話 内 容を 聴 く こ と が で き る 。　
会 話 の 一 例 は 、 区 役 所 健

康 保 険 課 の 職 員 を か た る 男性 か ら 「 ２ 万 ２ ５ ６ ０ 円 の累 積 医 療 保 険 の 払 い 戻 し 申請 書 を 自 宅 に 送 っ た が 返 送が な い 。 返 送 期 限 は 過 ぎ てい る が 、 こ の 電 話 に よ り 銀行 で 手 続 き が で き る の で 、直 接 銀 行 に 行 っ て ほ し い 」と い う も の 。 こ の 被 害 者 は犯 人 か ら の 申 し 出 を 断 り 被害 に あ わ な か っ た が 、 同 じよ う な 電 話 に よ る 被 害 は 多発 し て い る 。　
犯 人 は 「 期 限 が 迫 っ て い

ま す 」  「 今 日 中 に 手 続 き す れ

電 動 式 自☆ ☆ ☆ ☆

転 車 の 盗 難★ ★ ★ ★ ★

 

　
９ 月 ９ 日 夜 、 池 の 原 の 戸

識 を も っ て ほし い 」 と 富 田林 警 察 署 。 

〔 野 田 〕

ば 間 に 合 い ま す 」  と 焦 ら せ 、考 え る 時 間 を 与 え ず に コ ンビ ニ ・ ス ー パ ー ・ 無 人 出 張所 な ど の Ａ Ｔ Ｍ に 誘 導 。  「 ＡＴ Ｍ の 操 作 方 法 を 教 え る 」な ど と い っ て 、 電 話 で Ａ ＴＭ を 操 作 さ せ 、 犯 人 の 口 座に お 金 を 振 り 込 ま せ る 。　
「 Ａ Ｔ Ｍ で 保 険 料 や 医 療

費 な ど の 払 い 戻 し 手 続 き はで き ま せ ん ！ 『 Ａ Ｔ Ｍ で 返金 し ま す 』 は す べ て 詐 欺 ！Ｑ Ｒ コ ー ド か ら 実 際 の 通 話録 音 を 聴 き 、 自 分 も だ ま され る か も し れ な い と い う 意

建 て 住 宅 敷 地 内 で 、 鍵 を つけ た ま ま 駐 輪 中 の 電 動 ア シス ト 式 自 転 車 が 盗 ま れ た 。

ヘ ル メ ッ☆ ☆ ☆ ☆

ト の 盗 難★ ★ ★ ★

 

　
９ 月 ６ 日 夜 、 半 田 １ 丁 目

の 商 業 施 設 駐 輪 場 に 駐 車 中　
９ 月

2 8日 、 大 阪 サ ヤ マ 自

動 車 学 院 で 河 内 長 野 市 と 大阪 狭 山 市 合 同 の 「 高 齢 者 交通 安 全 教 室 」  が 開 催 さ れ た 。
1 5名 の 参 加 者 は 講 習 や 俊 敏

性 テ ス ト 、 走 行 訓 練 な ど で日 常 の 運 転 の 癖 や 自 身 の 能力 の 確 認 を 行 っ た 。　
毎 日 運 転 し て い る と い う7 8歳 の 男 性 参 加 者 は 「 普 段

徐 行 し て 、 左 右 の 確 認 」 ※
6 5歳 以 上 の 事 故 １ 位 （

2 3年

大 阪 府 内 ） の 出 合 頭 事 故 を防 ぐ た め 。 ポ イ ン ト ② 「 危険 を 予 測 し て 落 ち 着 い て 対処 」 ※ 運 転 操 作 誤 り に よ る事 故 を 防 ぐ た め 。 ポ イ ン ト③ 「 運 転 に 不 安 を 感 じ た ら相 談 し よ う 」  。  高 齢 ド ラ イ バー や 家 族 で 、 運 転 を 続 け るこ と に 不 安 を 感 じ た ら 安 全相 談 ダ イ ヤ ル ＃ ８ ０ ８ ０ で相 談 を 。  （ 携 帯 電 話 か ら も ＯＫ ）

 

〔 野 田 〕

気 づ か な い 自 分 の 運 転 の 癖を 指 摘 し て も ら え た の で 、さ ら に 安 全 運 転 に 努 め よ うと 思 っ た 」 ほ ぼ ペ ー パ ー ドラ イ バ ー で 参 加 し た

7 0歳 の

女 性 は  「 参 加 し て よ か っ た 。今 日 を き っ か け に 安 全 に 運転 し て い き た い 」  と 話 し た 。　
▽ 安 全 運 転 の た め の ３ つ

の ポ イ ン ト ① 「 止 ま っ て 、

詐 欺 の 手 口 が 聴 け ま す

府 警 の ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開

女 児 が ボ タ ン 電 池 を 誤 飲

高 齢 者 の 走 行 訓 練 な ど

サ ヤ マ 自 動 車 学 院 で 安 全 教 室



（ 　 ） 金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y５ 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日

「 お 客 さ ん と の 交 流 楽 し い 」
富 田 林 福 祉 会 館 で 喫 茶 ボ ラ ン テ ィ ア

な ご み

★ 掲 載 ご 希 望 の サ ー ク ル は 、 編 集 部 ま で 電 話 下 さ い 。 ☎ 0 7 2 ・ 2 9 1 ・ 2 5 2 5

　
富 田 林 市 総 合 福 祉 会 館 の

喫 茶 ス ペ ー ス で 活 動 す る  「 喫茶 ボ ラ ン テ ィ ア な ご み 」  。  立ち 寄 る 会 館 利 用 者 に ド リ ンク を 提 供 し て い る 。　
メ ン バ ー は

6 0〜

7 0代 の 女

性

1 4名 。 月 水 金 曜 を ４ 、 ５

名 で 分 担 。 カ ラ オ ケ 大 会 や文 化 祭 の 際 は 全 員 で 活 動 する 。 こ の 日 は 月 曜 担 当 ４ 名で の 運 営 。 皆 さ ん 気 さ く な人 柄 で 利 用 者 に 声 を か け たり 、  か け ら れ た り し て い る 。ス タ ッ フ 同 士 の 会 話 か ら も仲 の 良 さ が 伺 え る 。　
開 設 は ２ ０ ０ ７ 年 。  「 も と

は 会 館 内 で お 弁 当 の 調 理 ボラ ン テ ィ ア を し て い た が 、業 務 委 託 に よ り な く な っ たの を き っ か け に 開 設 し た 」と 話 す の は 創 設 メ ン バ ー 。ベ テ ラ ン ス タ ッ フ も 多 く 、作 業 は 阿

あ

う

ん
吽 の 呼 吸 。 代 表 の

福 井 さ ん は 「 ス タ ッ フ 間 の連 携 が 取 れ て い る 。 お 客 さん の 顔 と 好 み も 覚 え て い る 」と い う 。 ２ 年 目 の 井 野 口 さん は 「 年 の 違 う メ ン バ ー やお 客 さ ん と の 交 流 が 楽 し い 。こ こ で ボ ラ ン テ ィ ア に 目 覚め た 。 来 年 移 る 吹 田 市 で も子 ど も 食 堂 で の 活 動 が 決 まっ て い る 」 と 話 す 。  「 名 は 体を 表 す 」 の 言 葉 通 り ス タ ッフ や 場 の 雰 囲 気 が  「 な ご み 」と い う 名 に ぴ っ た り だ っ た 。　
メ ン バ ー 募 集 中 。

6 0代 後

半 〜

7 0代 の 女 性 。 明 る く 気

配 り が で き 仲 良 く で き る 人 。毎 週 月 水 金 曜 （ 週 １ 回 ）

1 0

時 〜 ３ 時 。 総 合 福 祉 会 館 。会 費 年 ５ ０ ０ 円 。 問 い 合 わせ 社 会 福 祉 協 議 会 ０ ７ ２ １  ・
2 5・ ８ ２ ０ ０

 

〔 吉 田 〕

テ レ ビ を 観 る 人 、 お し ゃ べり を 楽 し む 人 、 皆 が 思 い 思い に 過 ご し 、 リ ラ ッ ク ス ムー ド だ 。 利 用 者 の 男 性 は 、「 こ こ は 老 人 の 憩 い の 場 。男 同 士 だ と 時 事 問 題 や 野 球の 話 、 世 間 話 を よ く す る 。コ ー ヒ ー が １ ０ ０ 円 で 飲 めて 涼 め る 。 週 ２ 回 楽 し み に来 て い る 」  と 話 し て く れ た 。「 若 い 世 代 に
引 き 継 ぎ た い 」

　
同 サ ロ ン は 自 治 会 長 の 豊

原 悦 子 さ ん が 代 表 で

2 0年 間

運 営 し て い る 。 気 さ く で 話題 の 尽 き な い 豊 原 さ ん だ が 、始 め た

5 0代 当 初 は 自 分 に 高

齢 者 と の 交 流 が 務 ま る だ ろう か と 自 問 す る こ と も あ った と い う 。 豊 原 さ ん は 「 人が 集 う 大 切 な 場 所 だ け ど 、引 き 継 い で く れ る 若 い 世 代の 人 が い な い の が 課 題 。 サポ ー ト す る の で 、 若 い リ ーダ ー が 現 れ た ら 任 せ た い 」と 話 し て い る 。

 

〔 吉 田 〕

　
金 剛 団 地 第 ４ 集 会 所 （ ３

２ ４ 号 棟 ） で 毎 週 木 ・ 土 曜
1 0時 〜 ３ 時 に 開 催 さ れ る  「 自

治 会 サ ロ ン ・ つ ど い 」  。  誰 でも 気 軽 に 集 え る 喫 茶 で 、

7 0

〜

9 0代 の 利 用 者 が 多 い 。

　
隣 接 す る 部 屋 で は サ ー ク

ル の 発 表 や 体 操 な ど が 行 われ て お り 、 参 加 者 が 終 了 後に 立 ち 寄 る こ と も し ば し ば 。　
部 屋 の 本 棚 に は 寄 付 さ れ

た 本 が ぎ っ し り と 並 び 、 貸し 出 し も 可 能 。  読 書 す る 人 、
空 き 家 管 理 のサ ー ビ ス 始 め る

　
大 阪 狭 山 市

　
９ 月 か ら  「 空

き 家 等 管 理 サ ー ビ ス 」 を シル バ ー 人 材 セ ン タ ー と の タイ ア ッ プ で 開 始 し た 。　
空 き 家 の 管 理 不 全 を 防 止

す る た め で 、 対 象 は 市 内 に空 き 家 な ど を 所 有 し て い る人 。 料 金 は １ 回 ３ ３ ６ ０ 円（ 税 込 み ）  。　
サ ー ビ ス 内 容 は ① 敷 地 の

外 側 か ら 家 屋 、 庭 木 な ど の状 況 確 認 や 不 法 投 棄 の 有 無 、郵 便 物 、 屋 外 水 栓 の 確 認 など ② 報 告 書 の 作 成 、 写 真 の送 付 。　
オ プ シ ョ ン プ ラ ン と し て

庭 木 の 剪

せ ん

定 、 除 草 作 業 、 敷

地 内 の 不 法 投 棄 物 や 不 用 品の 片 づ け （ 回 収 を 除 く ） など も 行 う 。 こ ち ら の 料 金 は別 途 見 積 も り 。 申 し 込 み は大 阪 狭 山 市 シ ル バ ー 人 材 セン タ ー 電 話 ０ ７ ２  ・  ３ ６ ６  ・２ ２ ７ ７ 。
 

〔 原 〕

高 齢 者 の 憩 い  の 場
金 剛 団 地 第 ４ 集 会 所 で

木 ・ 土 曜

に サ ロ ン
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市 外 局 番

お ま ち が え な く ！
E- m ail: k o n g o u @ c o m m u nit y 2 5 2 5. c o m

こ ち ら 情 報 セ ン タ ーこ ち ら 情 報 セ ン タ ーな ん で も  ご 連 絡 を こ ち ら 情 報 セ ン タ ー

代 女 性 ）

◎ 高 齢 者 の 運 転 免 許 証 の 自 主 返 納 に つ

い て は 、 基 本 的 に 居 住 地 の 各 警 察 署

へ 返 納 す る 流 れ に な り ま す 。 そ の 際

に 、 自 主 返 納 の み か 、 運 転 経 歴 証 明

書 の 発 行 も 希 望 す る か に よ っ て 、 必

要 な 手 続 き が 異 な り ま す 。

  　 大 阪 府 警 の ホ ー ム ペ ー ジ （ htt p s: / /

w w w. p oli c e. p r ef. o s a k a.l g.j p / t e t s u

d u ki / u n t e n m e n k y o / k ei r e ki /i n d e x.

ht ml ） で ご 確 認 く だ さ い 。 も し く

は 居 住 地 の 各 警 察 署 に 直 接 、 お 問 い

合 わ せ く だ さ い 。

ち ゃ ん と 直 し て く れ ま し た 。 ち ゃ ん

と 機 能 し て る ん だ と 実 感 し ま し た 。

（ 藤 沢 台 ・ H. Y さ ん ）

★ 富 田 林 市 役 所 の 取 り 壊 し 作 業 も 、 い

よ い よ 始 ま り ま し た 。（ 美 山 台 ・ K. T

さ ん ）

こ ち ら 情 報 セ ン タ ー

自 主 返 納 の 方 法 は ？

★ 主 人 が 高 齢 に な り 、 自 動 車 を 手 放 し

ま し た 。 運 転 免 許 証 も 返 納 し た い と

思 い ま す が 、 ど う し た ら 、 よ い の で

し ょ う か ？ － お 電 話 で （ 狭 山 市 ・ 7 0

選 す れ ば そ の 足 し に し た い と 思 い ま

す 。（ 狭 山 ・ 妻 の 物 も 俺 の 物 さ ん ）

健 康 と 運 動 の 大 切 さ

★ 会 社 の 健 康 診 断 で 数 値 が 良 く な か っ

た の で 、 病 院 を 受 診 し ま し た 。 高 血

圧 と 診 断 を 受 け ま し た 。 日 々 の 健 康

と 運 動 の 大 切 さ を 再 確 認 し ま し た 。

（ 狭 山 ・ 脂 身 肉 男 さ ん ）

日 々 、 あ れ こ れ

食 欲 の 秋 で す Z

★ や っ と 秋 が 来 て ホ ッ と し て い ま す 。

私 の 大 好 き な 梨 や 柿 や り ん ご の お い

し い 季 節 が や っ て き ま し た 。 し っ か

り 栄 養 を と っ て 元 気 に 過 ご し た い と

思 い ま す 。（ 池 尻 自 由 丘 ・ ゆ っ ぴ ー さ

ん ）

★ こ の 季 節 に な る と 、 マ ク ド ナ ル ド で

は 『 月 見 バ ー ガ ー 』 が 販 売 さ れ ま す

ね 。 月 見 パ イ と 共 に 毎 年 楽 し み に し

て い ま す 。 先 日 、 子 ど も と お い し く

い た だ き ま し た 。（ 美 山 台 ・ Y. Y さ ん ）

鍋 の 残 り で 焼 き お に ぎ り

★ や っ と 朝 夕 少 し 涼 し く な っ た の で 、

先 日 タ ラ で 鍋 に し ま し た 。 翌 朝 い つ

も は 雑 炊 で す が 、 少 し 手 間 を か け て 、

残 っ た だ し 汁 を 塩 、 酒 、 シ ョ ウ ガ で

味 付 け し て コ ン ガ リ 焼 い た お に ぎ り

の 上 に か け て ス ダ チ を 絞 っ て い た だ

き ま し た 。 熱 々 で 焼 き お に ぎ り は カ

リ ッ と し て お い し か っ た で す 。 食 欲

の 秋 、 到 来 と い っ た と こ ろ で し ょ う

か 。（ 大 野 台 ・ か り ん さ ん ）

富 田 林 の ラ イ ン 、 便 利 で す

★ 富 田 林 市 の LI N E で 、 歩 道 等 の 不 具

合 を 報 告 で き る シ ス テ ム が あ り ま す

が 、 そ れ で 歩 道 の 凹
お う

凸
と つ

を 報 告 し た ら 、

み な さ ん の 声

★ 隔 週 の 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ を 心 待 ち に

し て い る 。 ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル と ま

ち が い さ が し で ギ フ ト カ ー ド が 当 選

し た 事 が あ る の だ が 、 ほ ん と は そ れ

だ け で は な い 。 ワ イ ワ イ ひ ろ ば に 拙

文 が 掲 載 さ れ る 、 そ れ が １ 番 、 う れ

し い 。 掲 載 さ れ た 文 は 写 メ を 撮 っ て

娘 に 見 せ る 。 自 慢 げ に 。 さ て 、 今 度

は 何 を ネ タ に し よ う か 。（ 伏 山 ・ M. H

さ ん ）

★ ま ち が い さ が し の イ ラ ス ト の 動 物 た

ち 、 と て も か わ い い で す ね 。（ 鴨 谷 台 ・

S. E さ ん ）

私 の つ ぶ や き ・ ボ ヤ キ

★ 新 首 相 は 石 破 氏 だ け に 石 を 破 る 改 革

が 期 待 で き る か な ？ （ 大 野 台 ・ K. S

さ ん ）

★ お 彼 岸 が す ぎ て 、 朝 晩 が だ い ぶ 涼 し

く な っ て き ま し た 。 先 日 、 お 店 に 行

き 、 か き 氷 を 注 文 し た ら 、 今 年 は 終

了 と の こ と で 、 ま だ 暑 い 日 だ っ た の

で 、 か な り 残 念 で し た 。（ 藤 沢 台 ・ ク

ッ キ ー さ ん ）

味 覚 狩 り 特 集 希 望

★ 泉 北 や 南 河 内 の 秋 の 味 覚 狩 り 特 集 が

あ れ ば い い な ぁ ～ （ 津 々 山 台 ・ ま っ

ち ゃ ん さ ん ）

★ 夫 婦 で 初 め て 歌 舞 伎 を 見 に 行 き ま

す 。 お よ そ ４ 時 間 。 コ ン サ ー ト よ り

長 い と か 。 私 た ち が 耐 え ら れ る の か 、

心 配 な と こ ろ … 。（ く み の 木 ・ よ ん さ

ん ）

★ 最 近 、 妻 が 仕 事 を 始 め ま し た 。 良 い

息 抜 き に な る と イ キ イ キ と 仕 事 を し

て お り ま す 。 子 育 て に 、 仕 事 に 頑 張

っ て い る 妻 に プ レ イ ス テ ー シ ョ ン ５

を プ レ ゼ ン ト し た い と 思 い ま す 。 当

社 長 の ボ ヤ キ

コ ー ナ ン は 「 港 南 」 で し た

★ オ ー プ ン 広 告 を 出 し て く れ る と い う

の で 、 堺 東 の 熊
ゆ

野
や

小 学 校 の 隣 の ３ 階

建 て ビ ル に 行 っ た 。 壁 に 「 港 南 」 と

書 い て あ る だ け で 、 ど ん な 会 社 な ん

か な ぁ 。 社 長 が 「 岩 室 に ホ ー ム セ ン

タ ー を 建 て る 」 と 。 ホ ー ム セ ン タ ー ？

当 時 は 聞 き な れ な い 言 葉 だ っ た 。

1 9 7 8 年 1 2 月 1 5 日 号 の オ ー プ ン 広 告

（ 写 真 上 ） を 見 て 、 や っ と わ か っ た 。

コ ー ナ ン は 「 港 南 」 だ っ た の だ 。

  　 ま た 、 パ ン ジ ョ の う ど ん 屋 が 求 人

広 告 を 出 す と い う こ と で 、 新 金 岡 団

地 近 く の 長 曽 根 町 の 工 場 に 行 っ た 。

鉄 板 な ど 鋼 材 が 並 べ ら れ て い る 奥 の

事 務 所 。 う ど ん 屋 の 店 名 は 「 う ど ん

の 四 国 」 で す 。 な ん や 、 社 長 の 道 楽

で 出 す ん や な 。 変 わ っ た 店 名 や な 、

と 思 っ た 。

奥 歯 科 ク リ ニ ッ ク
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狭 山 地 区

◆ コ ン ビ の 電 動 ハ イ ロ ー チ ェ ア 「 ネ ム

リ ラ 」 を １ 万 円 で

  ▷ バ ン ボ の マ ル チ シ ー ト（ テ ー ブ ル ・

シ ー ト ベ ル ト つ き ） を 3 5 0 0 円 で

  ▷ コ ニ ー  の 抱 っ こ 紐（ Ｓ サ イ ズ ＜ 本

人 1 5 7 c m で ぴ っ た り ＞ ）を 2 0 0 0 円 で

  ▷ ミ キ ハ ウ ス の ベ ビ ー チ ェ ア（ 新 品

未 使 用 、 お 風 呂 用 ） を 3 5 0 0 円 で

  ▷ リ ッ チ ェ ル の ひ ん や り し な い お ふ ろ

マ ッ ト （ １ 歳 ご ろ ま で 使 用 ） を 1 0 0 0 円 で

  取 り に 来 ら れ る 方 に 譲 り ま す 。

  （ 半 田 ・ 田 中 k _ h _0 1 2 8 @ y a h o o. c o.j p ）

◆ 熱 帯 魚 の 水 草 「 ミ ク ロ ソ リ ウ ム 」 を 無

料 で 土 日 午 前 中 に 取 り に 来 ら れ る 方

に 譲 り ま す 。

  （ 東 く み の 木 ・ 渡 邊 0 7 2 -3 6 5 -6 8 8 6 ）

◆ 備 前 焼 の つ ぼ ・ 花 び ん ・ 茶 び ん な ど ６

点 と 青 銅 の 花 び ん ２ 点 を ２ 万 円 で 取

り に 来 ら れ る 方 に 譲 り ま す 。

  （ 東 く み の 木 ・ 畠 山 0 7 2 -3 6 5 -5 6 7 4 ）

金 剛 地 区

◆ 家 庭 菜 園 用 の 支 柱 ・ 防 虫 ネ ッ ト （ た く

さ ん あ り 、 好 き な だ け お 持 ち 帰 り 可 ）

  ▷ 日 立 の 掃 除 機（ C V- P K 7 、 コ ー ド あ

り ）

  い ず れ も 無 料 で 取 り に 来 ら れ る 方 に

譲 り ま す 。

  （ 高 辺 台 ・ 田 部 0 8 0 -8 9 4 2 -1 8 8 2 ）

泉 ヶ 丘 地 区

◆ 大 正 琴 （ 新 品 同 様 、 ケ ー ス ・ 教 則 本 つ

き ） を 5 0 0 0 円 で 取 り に 来 ら れ る 方 に

譲 り ま す 。

  （ 三 原 台 ・ 玉 置 0 9 0 -2 3 8 0 -4 4 3 3 ）

譲 っ て く だ さ い

狭 山 地 区

◆ 保 育 園 ・ 幼 稚 園 の リ ュ ッ ク （ メ ー カ ー

＝ ジ ャ ク エ ツ 、 緑 色 、 簡 修 会 系 列 ） を

で き れ ば 無 料 ～ 5 0 0 円 で 譲 っ て く だ

さ い 。 取 り に 伺 い ま す 。

  （ 半 田・ た な か k _ h _ 0 1 2 8 @ y a h o o. c o.j p ）

金 剛 狭 山 周 辺 地 区

◆ 書 道 関 連 の 書 籍( 寸 松 庵 色 紙 、 本 阿 弥

切 、 高 野 切 三 種 ） を 無 料 で 譲 っ て く だ

さ い 。 取 り に 伺 い ま す 。

  （ 加 太 ・ 東 ＜ ひ が し ＞ 0 8 0 -1 4 2 1 -7 5 0 3 ）

光 明 池 地 区

◆ ラ ジ カ セ （ 古 く て も 可 ） を 無 料 か 格 安

で 譲 っ て く だ さ い 。 取 り に 伺 い ま す 。

価 格 相 談 可 。

 （ 赤 坂 台 ・ 東 ＜ ひ が し ＞ 0 8 0 -2 5 3 7 -

4 4 3 9 ）

最 新 情 報 を 見 た い 人 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ で ど う ぞ 。 写 真 も い っ ぱ い Y

譲 り ま す
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〈 イ ラ ス ト 〉

金 剛 錦 織 台 ・ り ょ う ち ゃ ん さ ん

A  
D  

G

B  
E  

H

F  
I

C

　
左 の ２ つ の 絵 に 違 う と こ ろ が ４ か 所 あ り ま す 。

ま ち が い の あ る コ ー ナ ー を 記 号 で 答 え て 下 さ い 。

　 ● 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番 号 ・ 年 齢 を 記 入 の 上 、 ハ ガ キ ま た は Ｆ Ａ Ｘ 、メ ー ル で 。
10 月 15日 （ 火 ） 必 着 。 抽  選  で ３ 人  に  ギ  フ ト  券 （ 千 円 ） を 進 呈 。 ２ 週 目 に 前 月 分 を
ま と め て 発 送 し ま す 。 ● あ て 先 ＝ 〒 5 9 0 － 0 1 0 5   堺 市 南 区 竹 城 台 ３ 丁
2 2 番 ２ 号 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ま ち が い さ が し 係 （ Ｆ Ａ Ｘ 0 7 2 ・ 2 9 1 ・ 5 4 7 3  
メ ー ル h o m e @ c o m m u nit y 2 5 2 5 . c o m ）● 答 と 当 選 者 発 表 は 1 0 月 2 4 日 号 。

　 ● 応 募 ハ ガ キ の 余 白 に 必 ず 投 稿 を Y 　 身 の 回 り の
出 来 ご と 、 ホ ー ム ペ ー ジ と 紙 面 に 掲 載 し ま す 。
　 ● ま ち が い さ が し 用 の イ ラ ス ト も 歓 迎 。 ハ ガ キ に
黒 い ペ ン で 横 書 き に 描 い て 下 さ い 。 １ 枚 で Ｏ Ｋ
（ ペ ン ネ ー ム 可 ） 。 採 用 分 に は ク オ カ ー ド 進 呈 。 応  募 は こ ち ら か ら



（ 　 ） 金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y９ 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日



（ 　 ）金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日 1 0

る 。  ラ ケ ッ ト や ラ バ ー な ど 、そ の 人 の ク セ を 見 て コ ー チが 選 ぶ こ と も 可 。  シ ュ ー ズ 、サ イ ド テ ー プ 、 そ の 他 タ オル な ど ア ク セ サ リ ー も 豊 富 。　

1 0月 か ら は レ ッ ス ン 生 以

外 の 購 入 も 可 能 に 。 取 り 寄せ 、 取 り 置 き 対 応 。 平 日

1 3

時 〜

1 8時 、 土 曜

1 0時 〜

1 6時

を 予 定 し て い る が 、 レ ッ スン 中 は 対 応 が 限 ら れ る た め 、フ ィ ッ テ ィ ン グ や 相 談 希 望の 人 は な る べ く 事 前 に 電 話で 確 認 を 。　
ま た 、 人 気 の マ ン ツ ー マ

ン レ ッ ス ン は 、 初 回 体 験

1 5

分 無 料 キ ャ ン ペ ー ン 中 。 詳し く は 電 話 で 。

　
〔 岩 谷 〕

　

1 1月

2 0日 、 介 護 老 人 保 健

施 設 さ や ま の 里 主 催 、  「 さ やま の 里 教 室 」  が 開 催 さ れ る 。　
テ ー マ は 「 歯 科 衛 生 士 に

よ る オ ー ラ ル フ レ イ ル に つい て 」  。  オ ー ラ ル フ レ イ ル とは 、 口 の 機 能 が 低 下 し た 状態 の こ と 。 口 が 渇 く ・ む せる ・ 飲 み 込 み に く い な ど 、心 身 の 健 康 と も 大 き く 関 係

す る 「 オ ー ラ ル フ レ イ ル 」に つ い て 解 説 。 ま た 、 対 策で あ る 「 お 口 の 体 操 」 を 実際 に 体 験 す る 。　
大 阪 狭 山 市 公 民 館 、 講 習

室 で

1 0時 〜

1 1時 。 家 族 の 付

き 添 い も 可 。 参 加 費 無 料 。粗 品 プ レ ゼ ン ト あ り 。 予 約＝ さ や ま の 里 ０ ７ ２ ・ ３ ６５ ・ ５ ８ ７ ８

 

〔 岩 谷 〕

　
バ タ フ ラ イ ・ ビ ク タ ス ・

ニ ッ タ ク ・ ヤ サ カ な ど 、 有名 ブ ラ ン ド 各 種 取 り 扱 い 。ウ ェ ア は サ イ ズ サ ン プ ル を展 示 し て お り 、 実 際 に サ イズ を 確 か め て か ら 発 注 で き

　
外 環 沿 い 、 昭 和 町 ２ 丁 目

交 差 点 角 の 「 か ぐ ら 卓 球 スタ ジ オ 」 ０ ９ ０  ・  ３ ９ ６ ９  ・１ ４ １ ４ が 、 卓 球 用 品 を 販売 す る シ ョ ッ プ を ス タ ジ オ内 に オ ー プ ン し た 。

約 時 に 「 コ ミ ュ ニ テ ィ を 見た 」 と 伝 え て 。　
ま た 、 現 在 通 院 中 の 人 に

は プ リ カ の 特 別 販 売 を 実 施中 。

1 0月 末 ま で 。 通 常 診 察

時 間 ９ 時 〜

1 2時 、

1 5時 半 〜

1 9時 半 。 水 土 は 午 前 の み 。
日 祝 休 。

 

〔 岩 谷 〕

だ 一 度 も 受 け た こ と が 無 い人 が 対 象 。 完 全 予 約 制 。 予

る 「 安 心 」 と な り 、 そ の 先に 本 物 の 「 健 康 」 が あ る と考 え る 同 院 。 足 先 か ら 頭 部に 至 る ま で の 全 身 の バ ラ ンス を 整 え る 「 く め 式 全 身 整体 法 」 を 提 唱 し て い る 。　
通 常 休 診 日 で あ る

1 2日 ・

1 6日 ・

1 9日 の

1 3時 半 〜

1 6時

半 に 整 体 体 験 会 を 開 催 す る 。所 要 時 間 約

3 0分 。 通 常 価 格

初 回 ５ ２ ８ ０ 円 が

2 0周 年 感

謝 価 格 で ２ ２ ０ ０ 円 に 。 ま

　
金 剛 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル

１ 階 の 「 く め 鍼 灸 整 骨 院 」０ ７ ２ １ ・

2 8・ １ １ ８ ０ が

2 0周 年 。 感 謝 を 込 め た キ ャ
ン ペ ー ン を 実 施 中 だ 。　

安 心 ・ 安 全 ・ 安 定 を コ ン
セ プ ト に 、 体 の 領 域 の 「 安定 と 安 全 」 が 心 の 領 域 で あ

　
堺 東 高 校 の 吹 奏 楽 部 Ｏ Ｂ

に よ る  「 ポ コ ア ポ コ

 ウ ィ ン

ド オ ー ケ ス ト ラ 」 が

2 0日 ２

時 〜 、 さ や か ホ ー ル 小 ホ ール で 第

3 5回 定 期 演 奏 会 を 開

く 。 コ ロ ナ 禍 で は 練 習 自 体が 休 止 し た 期 間 も あ り 、 今回 は ５ 年 ぶ り に 開 く 演 奏 会 。和 気 あ い あ い と し た 練 習 で培 っ て き た 伝 統 の 「 楽 し む吹 奏 楽 」 を 披 露 す る 。 入 場無 料 。　
メ ン バ ー ら の 年 齢 層 は

1 0

代 の 大 学 生 か ら

6 0代 ま で と

幅 広 い 。 上 下 関 係 な く 、 居心 地 の い い 雰 囲 気 で 「 仲 間に 会 い に 来 て 、 一 緒 に 奏 でる の が 楽 し い 」 と 、 奈 良 や西 宮 な ど か ら 通 い 続 け て いる 人 も い る 。　
今 回 は 約

3 0人 が 出 演 。 指

揮 者 は 元 顧 問 ３ 人 と Ｏ Ｂ ２人 、 合 わ せ て ５ 人 が そ れ ぞ

れ の 個 性 を 生 か し て 聴 き ごた え の あ る ス テ ー ジ を 創

つ く

り

出 す 。 第 １ 部 は 「 ア ル セ ナー ル 」  「 音 楽 祭 の プ レ リ ュ ード 」  「 ア ル メ ニ ア ン ・ ダ ン ス　
パ ー ト １ 」 の ３ 曲 。 ２ 部

は 「 ラ ジ オ 風 企 画 〜 Ｆ Ｍ ぽこ ぽ こ 」  と 題 し て  「 地 球 儀 」「 ケ セ ラ セ ラ 」 な ど 。  「 笑 顔こ ぼ れ る 音 の 世 界 を お 楽 しみ く だ さ い 」 と 同 団 。 事 務局 の 入 船 さ ん ０ ９ ０ ・ ２ ５９ ０ ・ ３ ８ ５ ７

 

〔 浅 利 〕

2 7日 、  茶 会 開 催
錦 織 公 園 の 河 内 の 里

　

2 7日 、 錦 織 公 園 で 「 河 内

の 里 の お 茶 会 」 が 開 催 さ れる 。 お 茶 の 先 生 に よ る お 点前 と お 菓 子 の 振 る 舞 い 。 茶道 経 験 の な い 方 も お 気 軽 に 。参 加 費 ５ ０ ０ 円 。 対 象 ど なた で も 。  定 員 各 回 先 着

1 0人 。

　

1 2・

1 3日 、 金 剛 地 区 周 辺

で は 加 太 、 伏 山 、 五 軒 家 、廿 山 で 秋 の 祭 礼 に 伴 う だ んじ り 曳 行 あ り 。

1 2日 、 錦 織

神 社 に 宮 入 り す る 。 通 行 止め や 迂 回 措 置 等 の 交 通 規 制 、区 内 道 路 で の 混 雑 が 予 想 され る 。 に 」 が 開 催 さ れ る 。　
講 師 は 、 樫 本 病 院 骨 粗 し

ょ う 症 ・ リ ウ マ チ セ ン タ ー長 の 橋 本 淳 さ ん 。  先 着

3 0人 。

参 加 無 料 。 事 前 申 し 込 み 不要 。 問 い 合 わ せ は 、  ０ ８ ０  ・４ ９ ８ ３ ・ ７ ８ ８ ６ （ 平 日１ 時 〜 ５ 時 半 ）

2 0日 近 江 八 幡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2 0日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 近

江 八 幡 ・ 雪 野 山 。 Ｊ Ｒ 大 阪駅 御 堂 筋 口 改 札 前 に ８ 時

1 5

分 集 合 。 初 級 。 雨 天 中 止 。会 員 外 の 人 は 事 前 に 連 絡 を 。参 加 は

7 0歳 以 下 の 人 に 限 る 。

中 尾 さ ん ０ ９ ０  ・  ５ ８ ８ ３  ・０ ３ １ ９

① １ 時 〜 ② １ 時

4 0分 〜 ③ ２

時

2 0分 〜 （ 各 回

3 0分 程 度 を

予 定 ）  。  予 約 不 要 ・ 当 日 受 け付 け 。 河 内 の 里 （ 里 の 家 ）に 集 合 。 問 い 合 わ せ ＝ 錦 織公 園 管 理 事 務所 ０ ７ ２ １ ・
2 4・ １ ５ ０ ６市 民 公 開 講 座テ ー マ は  「 骨 」

1 1月

1 3日 さ や か ホ ー ル

　

1 1月

1 3日 １ 時 半 〜 ３ 時 、

さ や か ホ ー ル ２ 階 大 会 議 室で 、 市 民 公 開 講 座 「 あ な たの 骨 は だ い じ ょ う ぶ ？ い つま で も 、 元 気 で 歩 け る た め

泉 ＊
北 軽 登 山 ク ラ ブ

全 身 の バ ラ ン ス 整 え る

「 本 紙 見 た 」  で 割 引

金 　 剛

卓 球 用 品 の 取 り 扱 い 開 始
レ ッ ス ン生 以 外 も

　 相 談 し な が ら 選 べ ま す

1 1月

2 0日  「 お 口 の 体 操 」

　 狭 山 市公 民 館

1 2、

1 3日 だ ん じ り 曳 行

　 金 剛地 区

ポ コ ア ポ コ  ウ ィ ン ド オ ー ケ ス ト ラ

堺 東 高 の 吹 奏 楽 部 O B が 2 0 日
　 さ や か ホ ー ル で 演 奏 会 　

わ た し の 街 の

あ ん な 店 こ ん な 店

ウ ェ ブ も 好 評写 真 い っ ぱ い

な ん や か ん や の イ ベ ン ト 情 報 満 載

1 2・

1 6・

1 9日

の 整 体 体 験 会



（ 　 ） 金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y1 1 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日

入 の 上 、 〒 ５ ９ ０

－ ０ １ ０

５
　

堺 市 南 区 竹 城 台 ３ 丁

2 2

番 ２ 号

　
コ ミ ュ ニ テ ィ 「 タ

ー リ ス ト リ オ コ ン サ ー ト チケ ッ ト プ レ ゼ ン ト 」  係 ま で 。　
メ ー ル の 場 合 は 、 件 名 を

「 タ ー リ ス ト リ オ コ ン サ ート チ ケ ッ ト プ レ ゼ ン ト 」 とし て

h
o

m
e

@c
o

m
m
u
nit

y
2
5
2

5.co
m ま で 。

1 6日 必 着 。 ※ 当

選 の 発 表 は 賞 品 の 発 送 を もっ て 代 え さ せ て 頂 き ま す 。 

〔 冨 尾 〕

　
大 人 １ ５ ０ ０ 円 （ 当 日 ２

千 円 ）  、  小 学 生 ・ 中 学 生 ５ ００ 円 （ 当 日 ６ ０ ０ 円 ）  。  栂 文化 会 館 ０ ７ ２ ・ ２ ９ ６ ・ ００ １ ５ 、 文 化 振 興 財 団 チ ケッ ト セ ン タ ー ０ ５ ７ ０  ・

0 8・

０ ０ ８ ９ 、 ロ ー ソ ン チ ケ ット な ど で 販 売 。
読 者 ５ 組 に 進 呈

　
ペ ア チ ケ ッ ト を ５ 組 の 読

者 に プ レ ゼ ン ト 。 ハ ガ キ に住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番 号 を 記

ー リ ス ト リ オ は 、 堺 市 東 区出 身 の 岡 田 琢 朗 さ ん （ チ ェロ ）  、  ヴ ェ ン ツ ェ ル ・ グ ン マー さ ん  （ ピ ア ノ ）  、  エ リ ー ザ  ・グ ン マ ー さ ん  （ バ イ オ リ ン ）か ら 成 る ア ン サ ン ブ ル 。  Ｆ  ・シ ュ ー ベ ル ト 「 ノ ク タ ー ン変 ホ 長 調 」  、  Ａ ・ シ ェ ー ン ベル ク  「 浄 め ら れ た 夜 」  な ど 。

　

1 1月 ４ 日 、 堺 市 立 東 文 化

会 館 ５ 階 メ イ ン ホ ー ル で  「 ター リ ス ト リ オ コ ン サ ー ト ツア ー ・ ウ ィ ー ン に 集 う ロ マン テ ィ ス ト た ち の 夜 」 が 開か れ る 。 １ 時 半 開 場 、 ２ 時開 演 。　
ド イ ツ を 中 心 に ヨ ー ロ ッ

パ 各 地 で 演 奏 活 動 を す る タ

　 　 　 　 　 　 　

1 4日 に 播 州

 

小 富 士 山  （ 麻

生 山 ） と 姫 路 灘 の け ん か 祭り 。 ８ 時

1 0分 に 阪 神 大 阪 難

波 駅 改 札 口 前 集 合 。

7 0歳 以

下 に 限 る 。 参 加 費 ２ ０ ０ 円要 。 雨 天 中 止 。 会 員 外 の 人は 事 前 に 電 話 連 絡 を 。 藤 川さ ん ０ ９ ０ ・ ８ ２ ３ １ ・ ６６ ８ １

□

　
９ 月

2 6日 号 の ま ち が い さ

が し

　
正 解 は 「 Ａ Ｆ Ｇ Ｉ 」

で し た 。 次 の ３ 名 に ギ フ ト券  （ 千 円 ）  を 進 呈  〈 敬 称 略 〉▽ 行 本 秀 徳 （ 竹 城 台 ） ▽ 西嶋 寛 子 （ い ぶ き 野 ） ▽ 石 崎や よ い （ 大 野 東 ）　
９ 月

2 6日 号 の ク ロ ス ワ ー

ド
　

正 解 は  「 フ ト ン ダ イ コ 」

で し た 。 次 の ３ 名 に ギ フ ト券  （ 千 円 ）  を 進 呈  〈 敬 称 略 〉▽ 後 藤 道 隆 （ 大 野 台 ） ▽ 中谷 柚 巴 （ 狭 山 ） ▽ 山 本 裕 子（ 室 堂 町 ）　
今 週 末 に 発 送 し ま す 。

民 活 動 支 援 セ ン タ ー ０ ７ ２  ・３ ６ ６ ・ ４ ６ ６ ４

2 6日 舞 踊 の 会
さ や か ホ ー ル で 入 場 無 料

　

2 6日

1 2時

1 5分 〜 、 さ や か

ホ ー ル 大 ホ ー ル で 、  「 さ や ま舞 踊 の 会 」 が 開 催 さ れ る 。　
大 阪 狭 山 市 舞 踊 協 会 と さ

や ま 「 を ど り 」 の 会 が 一 つに な り 、  「 さ や ま 舞 踊 連 盟 」と し て 新 し く 出 発 。 心 機 一転 、 踊 り を 披 露 す る 。 入 場無 料 。 問 い 合 わ せ は 、 山 村さ ん ０ ９ ０ ・ ６ ３ ２ １ ・ ４１ １ ３

４ ６ ２ ２

さ や か ホ ー ル で

　

1 1月

1 6日 、 さ や か ホ ー ル

で 第

2 0回 ま ち づ く り 大 学 公

開 講 座 「 増 進 型 地 域 福 祉 につ い て ／ ウ エ ル ビ ー イ ン グを 生 み 出 す 福 祉 へ 」  を 開 催 。講 師 は 桃 山 学 院 大 学 社 会 学部 ソ ー シ ャ ル デ ザ イ ン 科 の小 野 達 也 さ ん 。　
大 会 議 室 で

1 0時 〜

1 2時 。

定 員

5 0人 。  無 料 。  申 し 込 み  ・

問 い 合 わ せ ＝ 大 阪 狭 山 市 市

大 阪 狭 山 美 術 展

2 0〜

2 7日 さ や か ホ ー ル

　

2 0日 〜

2 7日

1 0時 〜 ５ 時  （ 最

終 日 は ４ 時 ま で 、

2 2日 休 館 ）  、

さ や か ホ ー ル ・ コ ン ベ ン ショ ン ホ ー ル で 「 第

3 2回 大 阪

狭 山 美 術 展 」  が 開 催 さ れ る 。　
大 阪 狭 山 美 術 協 会 会 員 作

品 と 一 般 公 募 入 選 作 品 を 展示 。 大 阪 狭 山 市 内 の 保 育 園〜 中 学 生 の 作 品 を 展 示 し た「 大 阪 狭 山 市 ジ ュ ニ ア 作 品展 」  も 同 時 開 催 。 入 場 無 料 。問 い 合 わ せ は 、 同 協 会 事 務局 の 小 川 さ ん ０ ７ ２ １  ・

2 8・

c
oll

e
g
e.c

o
m
/ ）

を 確 認 。 　
場 所 は 富 田 林 市 市 民 会 館

（ レ イ ン ボ ー ホ ー ル ）  。  問 い合 わ せ ＝ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 阪 府民 カ レ ッ ジ

0 6・ ６ ３ ６ ０ ・

４ ５ ６ ５ 、 １ 年 制 担 当 ＝ 日高 さ ん ０ ９ ０ ・ ３ ８ ４ ４ ・３ １ １ ０ 、 短 期 講 座 担 当 ＝大 畠 さ ん ０ ９ ０  ・  ５ ２ ４ １  ・４ ４ ３ ４　
※ 詳 細 は 市 役 所 等 に 配 架

の パ ン フ レ ッ ト 又 は 施 設 ＨＰ （

htt
ps:

/
/
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2 5年 ４ 月 〜

2 6年 ３ 月 。 金 曜

（

1 0時 〜  ・  １ 時 〜 各 ２ 時 間 ）  。

対 象

5 0歳 以 上 。 定 員

4 0人 。

受 講 料 ３ 万 ３ 千 円  （ 全

2 4回 ）  。

▽ 「 短 期 講 座

　
前 期 」

2 5年

３ 月 〜 ６ 月 。 歴 史 コ ー ス 火曜 。  文 学 ＆ 文 芸 コ ー ス 木 曜 。い ず れ も １ 時 半 〜 ３ 時 半 。対 象 は シ ニ ア 世 代 を 中 心 とし た 一 般 市 民 。  定 員 各

5 0人 。

受 講 料 各 １ 万 １ 千 円 （ い ずれ も 全

1 1回 ）  。

　
「 学 び な お し た い 、 友 人

を つ く り た い 、 趣 味 を 広 げた い 」 と い う シ ニ ア 世 代 の期 待 に 応 え る 『 大 阪 府 民 カレ ッ ジ 富 田 林 校 』 が 来 年 度受 講 生 を 募 集 中 。　
富 田 林 市 民 会 館 を 活 動 拠

点 と し て 、  座 学 、  ま ち 歩 き 、ニ ュ ー ス ポ ー ツ 、 音 楽 、 おも ち ゃ 作 り な ど の 多 様 な カリ キ ュ ラ ム を 学 ぶ 。　
▽ 「 １ 年 制

　
第 ８ 期 生 」

泉 ＊
北 山

さ ん

歩 ぽ

会

富 田 林 で 府 民 カ レ ッ ジ

シ ニ ア 対 象 文 学 、  歴 史 講 座

ド イ ツ で 活 動 す る ト リ オ が

1 1月 ４ 日 に コ ン サ ー ト

東 文 化 会 館

1 1月

1 6日 公 開 講 座

「 増 進 型 地 域 福 祉 」



（ 　 ）金 剛 さ や ま コ ミ ュ ニ テ ィ の ホ ー ム ペ ー ジ は 「 金 剛 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で 検 索 O K Y 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） 1 0 月 1 0 日 1 2
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